
　

こ
こ
十
数
年
で
、
ネ
ッ
ト
の
利
用
の
仕
方

は
随
分
と
変
化
し
た
よ
う
に
感
じ
る
。
ス
マ

ホ
へ
の
移
行
期
と
な
っ
た
平
成
23
年
以
前
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
期
。
こ
の
頃
は
、

ネ
ッ
ト
に
個
人
情
報
を
載
せ
て
は
い
け
な
い

と
口
酸
っ
ぱ
く
注
意
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
▼

ネ
ッ
ト
が
ま
だ
ま
だ
身
近
な
存
在
で
は
な
か

っ
た
た
め
、警
戒
心
が
高
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

今
の
子
ど
も
達
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
ネ
ッ

ト
環
境
が
整
っ
て
お
り
習
熟
し
て
い
る
の
に

対
し
、
善
悪
の
区
別
や
人
間
関
係
の
築
き
方

等
が
未
成
熟
で
あ
る
▼
愛
知
県
で
は
ス
マ
ホ

の
使
用
を
制
限
す
る
「
ス
マ
ホ
条
例
」、
海

外
で
も
対
策
が
出
さ
れ
始
め
た
。
使
用
制
限

に
つ
い
て
も
、
心
身
へ
の
影
響
や
家
族
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
解
消
等
の
理
由

が
あ
る
よ
う
だ
▼
だ
が
、
リ
ス
ク
回
避
の
た

め
に
使
用
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
達
で
も
適
切
な
距
離
感
で
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
少
な
く
と
も
子
ど
も
よ
り
は

物
事
が
見
え
・
経
験
も
あ
る
大
人
が
教
え
導

い
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
藤
）

浄化Ｃコンデンサ盤等修繕工事浄化Ｃコンデンサ盤等修繕工事

１２月２２日まで参加受付１２月２２日まで参加受付流
域
下
水
道
Ｃ

奈
良
県
流
域
下
水
道
セ

ン
タ
ー
は
、「
浄
化
セ
ン

タ
ー
コ
ン
デ
ン
サ
盤
等
修

繕
工
事
（
そ
の
３
）
Ｒ
７

浄
工
第
１２
号
」
に
総
合
評

平

群

町

平群町地域振興Ｃ、平群町地域振興Ｃ、
くまがしクラブでくまがしクラブで
くまがしステーション・体育施設等くまがしステーション・体育施設等

大
日
本
・
森
髙
Ｊ
Ｖ
へ

大
日
本
・
森
髙
Ｊ
Ｖ
へ

城
廻
り
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
本
体
工
事

城
廻
り
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
本
体
工
事

県建設産業課奈
良
県
建
設
産
業
課
が

去
る
１
日
開
札
（
議
会
議

決
日
契
約
予
定
）
し
た
一

般
競
争
入
札
「（
都
）
城

廻
り
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
本

体
工
事
（
無
電
柱
化
推
進

事
業
（
街
路
））
第
２
―

Ｄ
―
Ｇ
１
―
４
号
」
は
大

日
本
土
木
・
森
髙
建
設
Ｊ

Ｖ
が
１８
億
４
７
３
７
万
円

（
評
価
値
６８
・
６
６
５
）

で
落
札
し
た
。
入
札
書
比

価
落
札
方
式
一
般
競
争
入

札
を
適
用
し
て
去
る
１１
日

に
公
告
し
た
。
入
札
参
加

申
込
書
を
１２
月
２２
日
ま

で
、
入
札
書
・
入
札
金
額

の
内
訳
書
及
び
低
入
札
価

格
調
査
意
向
確
認
書
を
１２

月
２６
日
〜
８
年
１
月
８
日

に
受
け
付
け
て
８
年
１
月

９
日
に
開
札
す
る
。

参
加
資
格
は
▽
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
建
設
業
者
▽

電
気
工
事
業
の
特
定
建
設

業
許
可
▽
電
気
設
備
の
登

録
▽
平
成
２２
年
４
月
１
日

以
降
競
争
入
札
参
加
資
格

確
認
申
請
書
の
提
出
日
ま

で
に
元
請
と
し
て
完
成
し

引
渡
し
が
完
了
し
た
下
水

道
法
に
基
づ
く
終
末
処
理

場
の
下
水
処
理
に
係
る
電

気
設
備
工
事
（
建
築
付
帯

電
気
設
備
工
事
、
撤
去
工

事
は
除
く
）
の
施
工
実
績

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
。

工
事
場
所
は
大
和
郡
山

平
群
町
は
、
平
群
町
活

性
化
セ
ン
タ
ー
「
く
ま
が

る
た
め
地
域
農
業
活
動
の

拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た

施
設
。ま
た
町
の
農
産
物
や

加
工
品
の
直
売
所
、地
域
の

観
光
資
源
や
様
々
な
情
報

の
提
供
、各
種
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
し
地
域
住
民
と
の

交
流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、道
路
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
目
的
と
す
る
奈

良
県
所
管
施
設
駐
車
場
・

ト
イ
レ
と
複
合
一
体
型
施

設
と
し
て
道
の
駅
大
和
路

へ
ぐ
り「
く
ま
が
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」と
平
成
11
年
８
月

に
登
録
さ
れ
て
い
る
施
設
。

対
象
と
な
る
く
ま
が
し

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
大
字
平

等
寺
75
番
地
の
１
に
位
置

し
、
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
延
べ

床
面
積
１
２
５
９
・
79
平

方
㍍
。自
転
車
駐
車
場（
ア

ル
ミ
製
既
製
品
18
・
96
平

方
㍍
）、プ
ロ
パ
ン
庫
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
９
・
82
平

方
㍍
）、付
属
通
路
庇
（
Ｓ

造
43
・
05
平
方
㍍
）。

主
な
業
務
範
囲
は
、
施

設
の
利
用
に
関
す
る
業
務

や
施
設
の
維
持
管
理
に
関

す
る
業
務
（
①
警
備
②
清

掃
③
機
械
、
施
設
設
備
の

保
守
（
特
殊
建
築
物
等
の

定
期
検
査
）
④
環
境
衛
生

管
理
⑤
植
栽
の
管
理
⑥
軽

微
な
補
修
・
修
繕
）、
施

設
の
運
営
に
関
す
る
業
務
。

【
体
育
施
設
・
公
園
体

育
施
設
・
公
園
施
設
】

対
象
と
な
る
施
設
は
、

体
育
施
設
・
公
園
体
育
施

設
・
公
園
施
設
合
計
10
施

設
。主

な
業
務
内
容
は
施
設

の
運
営
に
関
す
る
こ
と（
①

予
約
・
受
付
業
務
②
使
用

料
金
徴
収
③
使
用
料
の
減

免
④
防
犯
・
防
火
対
策
⑤

使
用
者
指
導
・
事
故
の
防
止

等
⑥
使
用
の
制
限
⑦
緊
急

対
応
体
制
の
確
立
等
）や
施

設
の
維
持
管
理
に
関
す
る

こ
と（
体
育
館
や
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、敷
地

内
広
場
等
、防
災
施
設
、そ

の
他
の
敷
地
内
施
設
等
）。

市
額
田
部
南
町
他
。
工
事

概
要
は
コ
ン
デ
ン
サ
盤
等

部
品
取
替
１
式
。
工
期
８

年
１２
月
２５
日
。
予
定
価
格

８
９
８
４
万
３
６
０
０
円

込
。

８
年
１
月
９
日
に
開
札

８
年
１
月
９
日
に
開
札

し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
平

群
町
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
、
町
内
体
育
施
設
・
公

園
体
育
施
設
・
公
園
施
設

に
く
ま
が
し
ク
ラ
ブ
を
そ

れ
ぞ
れ
指
定
管
理
者
と
し

て
12
月
議
会
で
議
決
を
得

た
。
指
定
期
間
は
12
年
３

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
。

各
募
集
内
容
は
次
の
通
り
。

【
く
ま
が
し
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
】

同
施
設
は
、高
品
質
な

農
産
物
の
産
地
形
成
を
図

り
、農
業
構
造
の
改
善
を
す

指
定
期
間
は
４
年
間

指
定
期
間
は
４
年
間

較
価
格
１９
億
５
２
６
７
万

円
。
他
の
参
加
者
は
森
本

組
・
米
杉
建
設
Ｊ
Ｖ
、
戸

田
・
檜
尾
Ｊ
Ｖ
（
失
格
）、

奥
村
・
木
村
Ｊ
Ｖ
（
失

格
）。工事

場
所
は
大
和
郡
山

市
天
理
町
、
植
槻
町
、
城

内
町
。
工
事
概
要
は
工
事

延
長
３
１
１
・
４
㍍
、
場

所
打
函
渠
工
（
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
）
２
０
３
・

４
㍍
、場
所
打
擁
壁
工（
Ｕ

型
擁
壁
）１
０
８
・
０
㍍
。

設
計
は
日
建
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
明
治
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
担
当
。
工
期

１１
年
３
月
２６
日
。

工
期
工
期
１１１１
年
３
月

年
３
月
２６２６
日日

（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報
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無事故の歳末
明 る い 正 月

始労働災害防止強調期間始労働災害防止強調期間
【趣　旨】

　年末年始は長期の休業前の慌ただしい中での気持ちの焦り
や、休業後に気持ちの切換えが追い付かない中で引き起こされ
る不安全行動など、労働災害防止に特別の配慮が必要である。
当協会は、会員各位とともに年末年始の労働災害を防止するこ
とを目的に、本年度も12月１日から１月15日までの間を「建設業
年末年始労働災害防止強調期間」として、

「無事故の歳末　明るい正月」
のスローガンの下に展開する。経営トップ、店社及び建設現場の
管理者等の関係者は緊密な連携を図り、安全衛生水準の一層
の向上を目指し、安全衛生活動の強化を図るものとする。

【会員が実施する事項】
　会員は、本強調期間の趣旨・目的を踏まえ、次の事項を参考と
して、企業の実態に即した実施計画を作成し、積極的に安全衛生
活動を実施する。また、労働災害防止対策を実効あるものとする
ため、リスクアセスメントの結果に基づき定めたリスク低減措置を
確実に実施する。安全衛生活動の実施にあたっては、「建設業労
働災害防止規程」、「第９次建設業労働災害防止５か年計画」及
び「令和７年度建設業労働災害防止対策実施事項」に定める「建
設現場における主要災害防止の具体的対策」等も活用する。
　※「災防規程」、「第９次５か年計画」及び「実施事項」は、当協
会ホームページからご覧いただけます。

後援：厚生労働省、国土交通省　　
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建設業における月別死亡災害発生状況（令和５年～令和７年）

死亡者数の推移（昭和33年～令和６年）
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建設業における労働災害の発生状況（令和6年・確定値）

１　経営トップ等による現場点検の実施１　経営トップ等による現場点検の実施
２　墜落・転落災害の防止２　墜落・転落災害の防止
３　建設機械・クレーン等災害の防止３　建設機械・クレーン等災害の防止
４　倒壊・崩壊災害の防止４　倒壊・崩壊災害の防止
５　交通労働災害の防止５　交通労働災害の防止
６　火災・爆発等災害の防止６　火災・爆発等災害の防止
７　転倒災害の防止７　転倒災害の防止
８　不安全行動による災害の防止８　不安全行動による災害の防止

９　公衆災害の防止９　公衆災害の防止
10　積雪・雪崩災害の防止10　積雪・雪崩災害の防止
11　職業性疾病の防止11　職業性疾病の防止
12　化学物質に関する健康障害の防止12　化学物質に関する健康障害の防止
13　メンタルヘルス対策の推進13　メンタルヘルス対策の推進
14　健康確保対策の推進14　健康確保対策の推進
15　作業所閉所中の対策15　作業所閉所中の対策

重　点　事　項重　点　事　項
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年輪を重ね、技を重ねて心を尽くす

ISO 9001/14001認証取得
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労働災害の絶滅へ労働災害の絶滅へ
実行ある安全活動を展開実行ある安全活動を展開
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本部及び支部は、その地域の実情に応じて次の事項を実施する。
１.　 「建設業労働災害防止規程」、「第９次建設業労働災害防止 5か年計画」、「令和

７年度建設業労働災害防止対策実施事項」の周知
２.　 「三大災害絶滅運動」の促進２.　 「三大災害絶滅運動」の促進
３.　 「建設業における化学物質取扱作業リスク管理マニュアル」の普及・定着、リス

クアセスメントの確実な実施の促進
４.　 安全・衛生管理士等の専門家による安全衛生活動に対する指導・支援等の推進
５.　 建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）の周知と導入の促進
６.　 「建設業における化学物質管理者講習」等の各種安全衛生教育の実施
７.　 メンタルヘルス対策相談窓口を活用したメンタルヘルス対策の推進
８.　 「ずい道等建設労働者健康情報管理システム」への登録の促進
９.　 安全衛生に関する広報資料及び最新情報等の提供
10.　 のぼり、啓発用ポスター、ワッペン、実施要領等の作成・頒布
11.　 そのほか、本強調期間にふさわしい安全衛生活動の実施

建設業労働災害防止協会
会 長　今井雅則

令
和
７
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況

第三次産業
110人

（26.2%）

建設業
138人

（32.9%）

製造業
70人

（16.7%）

交通運輸事業
7人（1.7%）

港湾運送業
5人（1.2%）

鉱業　
2人（0.5%）

林業
16人（3.8%）

農業、畜産・水産業
23人（5.5%）

陸上貨物運送事業
49人（11.7%）

死亡者数
420人

港湾運送業　
177人（0.2%）

第三次産業
39,343人
（51.9%）

製造業
15,205人
（20.1%）

陸上貨物
運送事業
9,049人
（11.9%）

建設業
7,586人
（10.0%）

鉱業
126人（0.2%）

交通運輸事業
1,920人（2.5%）
農業、畜産・水産業
1,707人（2.3%）
林業
650人（0.9%）

死傷者数
75,763人

その他の建設
13人

（48.1%）

電気通信工事
5人

（18.5%）

機械器具設置
9人（33.3%）

死亡者数
27人

木造家屋
建築
13人

（22.8%）

鉄骨・鉄筋
家屋
16人

（28.1%）

死亡者数
57人

その他の
建築工事
28人

（49.1%）

土地整理土木
3人（5.6%）

上下水道
9人（16.7%）

河川土木工事
7人（13.0%）港湾海岸

2人（3.7%）

その他
土木

21人（38.8%）

その他
3人（5.6%）

死亡者数
54人

道路建設工事
9人（16.7%）

クレーン
1人（6.3%）

石、砂、砂利
1人（6.3%）

その他の材料
1人（6.3%）

機械装置
1人（6.3%）

地山、岩石
4人

（25.0%）

死亡者数
16人

建築物、
構築物
8人

（50.0%）

掘削用機械
12人（25.5%）

トラック
9人（19.1%）

クレーン
2人（4.3%）

その他
10人（21.3%）

死亡者数
47人

移動式クレーン
2人（4.3%）

エレベータ、リフト
2人（4.3%）

乗用車、バス、バイク
2人（4.3%）

その他の建設機械等
2人（4.3%）

整地・運搬・
積込み用
機械
6人

（12.8%）

足場
11人

（18.0%）

トラック
3人（4.9%）

脚立
3人（4.9%）

整地・運搬・
積込み用機械
2人（3.3%）

階段、桟橋
2人（3.3%）

その他
12人（19.7%）

屋根、はり、もや、
けた、合掌
9人

（14.8%）

開口部
7人

（11.5%）

死亡者数
61人

建築物、
構築物
7人

（11.5%）
掘削用機械
5人（8.2%）

建設業における労働災害発生状況（1月～8月・速報値）全産業における労働災害発生状況（1月～8月・速報値）

※「墜落・転落災害」と「倒壊・崩壊災害」の件数は事故の型別の分類ですが、「建設機械・クレーン等災害」の件数は起因物による分類です。
　そのため、「建設機械・クレーン等災害」の件数には、「墜落・転落災害」と「倒壊・崩壊災害」の件数が重複計上されています。

令和７年12月１日令和７年12月１日
～令和８年１月15日～令和８年１月15日

建設業年末年建設業年末年　

令
和
７
年
度
の
建
設
業
年
末

年
始
労
働
災
害
防
止
強
調
期
間

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、
年
末
年
始
の

労
働
災
害
の
防
止
を
目
的
に
、

本
年
度
も
１2
月
１
日
か
ら
１
月

１5
日
ま
で
を
「
建
設
業
年
末
年

始
労
働
災
害
防
止
強
調
期
間
」

と
定
め
、
会
員
各
位
が
取
り
組

む
べ
き
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
本

実
施
要
領
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。

　

建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

は
、
会
員
各
位
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
熱
意
と
日
々
の
自

主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
に

よ
り
、
そ
の
発
生
件
数
は
長
期

的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
産
業

死
亡
災
害
の
約
３
割
を
建
設
業

が
占
め
て
お
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

例
年
１2
月
は
労
働
災
害
の
多

発
す
る
時
期
で
あ
り
、
特
に
年

末
年
始
は
、
長
期
の
休
業
前
の

慌
た
だ
し
い
中
で
の
作
業
や
休

業
後
に
生
活
リ
ズ
ム
が
戻
ら
な

い
中
で
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
な
ど
、
労
働
災
害
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
今
一
度
、
自
社
の
労
働
災

害
防
止
活
動
の
取
組
み
の
再
確

認
を
行
い
、
令
和
５
年
に
策
定

し
た
第
９
次
建
設
業
労
働
災
害

防
止
５
か
年
計
画
の
重
点
事
項

を
踏
ま
え
た
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
確
実
な
実
施
、「
建

設
業
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
」（
コ
ス
モ
ス
）

の
積
極
的
な
導
入
・
運
用
、
重

篤
度
の
高
い
労
働
災
害
を
減
少

さ
せ
る
た
め
の
重
点
対
策
の
推

進
、
安
全
衛
生
教
育
の
推
進
、

高
年
齢
作
業
者
の
労
働
災
害
防

止
対
策
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
及
び
化
学
物
質
に
よ
る
健
康

障
害
防
止
対
策
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
も
併
せ
て
取
組
み
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

会
員
各
位
を
は
じ
め
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
本
実
施
要
領

に
示
さ
れ
た
事
項
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、「
無
事
故
の
歳

末　

明
る
い
正
月
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
無
事
故
・
無
災
害

の
"
憧
れ
の
建
設
業
"
で
新
し

い
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
１１
月

４.　 安全・衛生管理士等の専門家による安全衛生活動に対する指導・支援等の推進４.　 安全・衛生管理士等の専門家による安全衛生活動に対する指導・支援等の推進
５.　 建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）の周知と導入の促進５.　 建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）の周知と導入の促進
６.　 「建設業における化学物質管理者講習」等の各種安全衛生教育の実施６.　 「建設業における化学物質管理者講習」等の各種安全衛生教育の実施

クアセスメントの確実な実施の促進クアセスメントの確実な実施の促進
４.　 安全・衛生管理士等の専門家による安全衛生活動に対する指導・支援等の推進４.　 安全・衛生管理士等の専門家による安全衛生活動に対する指導・支援等の推進
５.　 建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）の周知と導入の促進５.　 建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）の周知と導入の促進
６.　 「建設業における化学物質管理者講習」等の各種安全衛生教育の実施６.　 「建設業における化学物質管理者講習」等の各種安全衛生教育の実施

１.　 「建設業労働災害防止規程」、「第９次建設業労働災害防止 5か年計画」、「令和１.　 「建設業労働災害防止規程」、「第９次建設業労働災害防止 5か年計画」、「令和
７年度建設業労働災害防止対策実施事項」の周知７年度建設業労働災害防止対策実施事項」の周知

３.　 「建設業における化学物質取扱作業リスク管理マニュアル」の普及・定着、リス３.　 「建設業における化学物質取扱作業リスク管理マニュアル」の普及・定着、リス
クアセスメントの確実な実施の促進クアセスメントの確実な実施の促進

４.　 安全・衛生管理士等の専門家による安全衛生活動に対する指導・支援等の推進４.　 安全・衛生管理士等の専門家による安全衛生活動に対する指導・支援等の推進
５.　 建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）の周知と導入の促進５.　 建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）の周知と導入の促進
６.　 「建設業における化学物質管理者講習」等の各種安全衛生教育の実施６.　 「建設業における化学物質管理者講習」等の各種安全衛生教育の実施
７.　 メンタルヘルス対策相談窓口を活用したメンタルヘルス対策の推進７.　 メンタルヘルス対策相談窓口を活用したメンタルヘルス対策の推進
８.　 「ずい道等建設労働者健康情報管理システム」への登録の促進８.　 「ずい道等建設労働者健康情報管理システム」への登録の促進
９.　 安全衛生に関する広報資料及び最新情報等の提供９.　 安全衛生に関する広報資料及び最新情報等の提供
10.　 のぼり、啓発用ポスター、ワッペン、実施要領等の作成・頒布10.　 のぼり、啓発用ポスター、ワッペン、実施要領等の作成・頒布
11.　 そのほか、本強調期間にふさわしい安全衛生活動の実施11.　 そのほか、本強調期間にふさわしい安全衛生活動の実施

　　主唱：建設業労働災害防止協会

協会が実施する事項

自然災害に関する復旧・復興、防災・減災などの工事に携わる建設事業者の皆様へ

お問合せは、自然災害関連工事奈良安全衛生支援センター
建設業労働災害防止協会 奈良県支部（TEL０７４２-２２-３３４５）まで。

対象となる事業者

事　業　内　容

実 施 方 法 な ど

自然災害に関する復旧・復興、防災・減災などの工事
を施工される建設事業者の皆様

安全衛生の専門家が次の内容について無料でお手伝い
いたします。

建設業労働災害防止協会奈良県支部では、自然災害に関する復旧・復興、防災・減災などの工事に携わ
る建設事業者に対して安全衛生活動を「無料」で支援しています。この事業では、専門の指導員によ
る現場パトロールや安全衛生教育、安全衛生情報の提供等を行っています。

現場パトロール、教育などの
安全衛生活動をお手伝いします！

全て
無料!!

①実施方法：訪問により実施します。安全衛生教育を
希望する際、事業場、現場等に会場がな
い場合は、ご相談ください。

②そ の 他：ご要望に応じて「事業実施証明書」を発
行いたします。安全衛生情報の提供など
も行います。

詳しくは左記支援センターにお問い合せください。

※1 ご要望に応じて現場指導では、「ワンポイント安全衛生教育」なども行います。
※2 安全衛生教育では、当日テキスト等を配付いたします。テキストの費用はかかりません。

種　　　類 対　　　象 内　　　容
現場指導 自然災害関連工事の現場 現場パトロール（助言・指導等）

育
教
生
衛
全
安 基礎的教育
（90分程度）

現場経験の浅い方、
再教育が必要な方

・建設現場の仕事と安全衛生
・労働災害とその防止対策など
・ワンポイント安全衛生教育

管理監督者向け教育
（120分程度）

現場の管理監督的な
立場におられる方

・統括安全衛生管理とは
・管理監督者の役割と職務など

現場指導
安全衛生教育
テキスト

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）2025年（令和７年）12月16日（火）（３）



購読者(本紙・速報)に限りプラス

500円(税込)/月
●まずは無料会員登録を！

選べる料金・プラン
プランは５タイプあり、
６カ月または12カ月単位
でのご契約となります。
本紙・速報版のご購読者
さまには、プラス月500円
のお得なサービスプラン
となっています。

建設新報のデジタル版では、通常の新聞に加えＰＣやスマホで閲覧できます。入札速報サイト
(公告・予報・結果)では、その日の情報を午後６時にアップ、リアルタイムで閲覧できます。
一般記事もデジタル版で発行日の午前０時に全紙面を閲覧できます。また、奈良県内の大臣・
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5,000円
70,000円
115,000円

料　金
建
設
業
者
検
索

本
紙
Ｐ
Ｄ
Ｆ

民
間
情
報

入
札
予
報

入
札
結
果

入
札
速
報

一
般
記
事

記
事
検
索６ヵ月 12ヵ月

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

奈
良
市

　
　
（
１2
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
京
西
中
学
校
プ
ー
ル

防
水
改
修
そ
の
他
工
事

（
平
松
４
丁
目
３
番
１
号
）

=
①
吉
野
塗
装
②
１
９
０

１
万
８
０
０
０
円
（
予
２

３
８
１
万
円
）
③
広
成
、

南
都
シ
ー
ル
ド
、
松
田
塗

装
工
業
、大
建
防
水
工
業
、

昭
和
レ
ジ
ン
、
エ
ク
セ
ル

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
大
和
防

水
工
業
、
日
本
宣
伝
、
つ

か
さ
建
設
、
鳥
井
建
設
、

水
野
工
務
店
（
失
格
）、

大
五
塗
装
（
失
格
）、
ノ

ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（
未
受

領
）。

　

▼
道
路
排
水
施
設
改
良

工
事
（
学
園
大
和
町
一
丁

目
地
内
・
西
部
第
３
９
６

号
線
）（
学
園
大
和
町
１
丁

目
）
=
①
若
葉
建
設
②
１

０
６
３
万
２
０
０
０
円

（
予
１
４
１
７
万
１
０
０

０
円
）
③
光
成
建
設
、
三

晟
建
設
、
伊
田
重
機
、
中

西
組
、
竹
川
建
設
、
光
輝

建
設
、
奥
田
石
材
工
業
、

大
幸
建
設
、
清
峰
工
業
、

関
西
設
備
、
共
栄
住
設
、

田
村
建
設
、西
岡
工
務
店
、

島
石
園
、Ｍ
Ｅ
Ｃ
ロ
ー
ド
、

谷
垣
工
業
所
、日
本
宣
伝
、

藤
本
興
業
、
大
徳
工
業
、

鳥
井
建
設
、
た
け
な
わ
、

俊
幸
建
設
、
栄
信
建
設
、

ヤ
マ
カ
造
園
土
木
、
北
川

工
業
（
失
格
）、
住
都
営

繕
（
辞
退
）、岡
田
組
（
為

春
）（
未
受
領
）、
東
尾
建

設
（
未
受
領
）、
竹
田
興

業
（
未
受
領
）。

　

▼
道
路
改
良
工
事
（
南

京
終
町
一
丁
目
地
内
他
・

北
部
第
３
５
２
号
線
他
）

（
南
京
終
町
１
丁
目
他
）

=
①
北
浦
商
会
②
７
５
２

万
３
０
０
０
円
（
予
１
０

１
２
万
２
０
０
０
円
）。

　

▼
河
川
改
修
工
事
（
改

修
―
９
）（
都
祁
吐
山
町
）

=
①
リ
ー
フ
ガ
ー
デ
ン
②

３
５
９
万
４
０
０
０
円

（
予
５
０
０
万
円
）。

　

▼
河
川
改
修
工
事
（
改

修
―
10
）（
緑
町
）
=
①
ア

ペ
ッ
ク
ス
建
設
工
業
②
３

３
９
万
５
０
０
０
円
（
予

４
６
２
万
円
）。

　
　
（
１2
月
１0
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
三
笠
中
学
校
校
舎
屋

上
防
水
改
修
工
事
（
三
条

川
西
町
３
番
１
号
）
=
①

大
建
防
水
工
業
②
１
８
３

１
万
円
（
予
２
２
３
４
万

円
）
③
水
野
工
務
店
、
大

和
防
水
工
業
、日
本
宣
伝
、

つ
か
さ
建
設
、鳥
井
建
設
、

昭
和
レ
ジ
ン
、大
五
塗
装
、

エ
ク
セ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
吉
野
塗
装
、
広
成
、

南
都
シ
ー
ル
ド
、
松
田
塗

装
工
業
、
ノ
ー
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
（
未
受
領
）。

　

▼
富
雄
元
町
一
丁
目
街

区
公
園
整
備
工
事
（
富
雄

オ
元
町
１
丁
目
）
=
①
吉

田
組
（
財
本
）
②
２
４
１

万
２
０
０
０
円
（
予
３
３

６
万
３
０
０
０
円
）。

　

▼
河
川
改
修
工
事
（
改

修
―
７
）（
和
田
町
）
=
①

彩
工
舎
②
３
１
１
万
円

（
予
４
２
８
万
８
０
０
０

円
）。生

駒
市

　
　
（
１2
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
真
弓
芝
線
舗
装
補
修

工
事
及
び
人
孔
鉄
蓋
入
替

工
事
（
北
大
和
１
丁
目
）

=
①
大
国
建
設
②
２
０
８

８
万
３
０
０
０
円
（
予
２

３
３
１
万
７
０
０
０
円
）

③
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
、
奈
良
ロ
テ

ッ
ク
、
髙
木
建
設
、
上
野

建
材
、
西
和
工
事
、
タ
カ

ギ
テ
ク
ノ
、
西
本
組
、
マ

ル
ジ
ュ
ウ
、
紀
州
興
業
④

工
事
延
長
２
６
０
㍍
、
路

面
切
削
（
ｔ
１0
㌢
）
１
０

７
０
平
方
㍍
、
路
面
切
削

（
ｔ
５
㌢
）
１
１
０
０
平

方
㍍
、表
層
工（
ｔ
５
㌢
）

２
１
６
０
平
方
㍍
、
基
層

工
（
ｔ
５
㌢
）
１
０
７
０

平
方
㍍
、区
画
線
工
１
式
、

人
孔
鉄
蓋
入
替
工
１2
ヵ

所
。工
期
８
年
３
月
１9
日
。

　

▼
む
か
い
や
ま
公
園
体

育
施
設
ト
イ
レ
改
修
工
事

（
萩
原
町
）
=
応
札
者
な

し
の
た
め
不
調
。

五
條
市

　
　
（
１2
月
５
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
河
川
維
持
修
繕
工
事

２
５
０
１
０
４
９
号
（
西

阿
田
町
︿
普
通
河
川
山
田

川
﹀）
=
①
大
池
建
設
②

２
６
４
万
４
０
０
０
円

（
予
２
９
９
万
円
）。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
１2
月
３
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
１0
日
契

約
）

　

▼
三
輪
山
線
防
護
柵
設

置
工
事
（
無
電
柱
化
）
１

―
９
―
５
号
（
桜
井
市
三

輪
）
=
①
田
中
組
建
設
②

１
５
６
４
万
１
０
０
０
円

（
比
１
７
４
２
万
２
０
０

０
円
）
③
キ
シ
ョ
ウ
、
協

栄
組
、
仲
谷
組
、
平
成
建

設
、
中
井
工
務
店
、
竹
田

建
設
、
名
村
造
園
、
中
村

建
設
、
平
井
建
設
、
松
本

組
、
梶
木
組
、
山
本
工
務

店
、
日
高
造
園
、
川
西
造

園
土
木
、
宮
下
興
業
、
輝

登
建
設
、
晃
成
建
設
、
田

畑
建
設
、
三
建
工
業
、
橿

原
建
設
、
日
伸
建
設
、
誠

光
建
設
、
観
音
寺
辻
本
建

設
、
松
平
建
設
、
石
田
興

業
、
堀
川
組
、
大
植
組
、

木
村
工
業
、あ
す
か
緑
化
、

井
上
組
、
堂
浦
土
木
、
山

上
総
業
、
広
澤
建
設
、
松

寿
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ワ
ー
ク
、
関
谷
土
木
、
堀

内
建
設
、
山
田
興
産
、
大

和
工
業
、
宮
﨑
組
、
山
﨑

工
業
、中
川
組
（
裕
之
）、

平
和
開
発
、
東
洋
建
設
、

吉
田
舗
装
、
中
西
工
業
、

山
内
建
設
、
ネ
ク
サ
ス
、

松
竹
工
業
、
久
保
組
④
８

年
３
月
3１
日
。

　

▼
初
瀬
ダ
ム
通
船
ゲ
ー

ト
更
新
工
事（
ダ
ム
維
持
）

Ｃ
Ｄ
―
１
―
１
号
（
桜
井

市
初
瀬
）
=
①
テ
ク
ア
ノ

ー
ツ
②
７
９
７
万
４
０
０

０
円
（
比
８
６
６
万
８
０

０
０
円
）。

　
　
（
１2
月
４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
１１
日
契

約
）

　

▼
飛
鳥
川
他
堆
積
土
砂

撤
去
工
事（
緊
急
浚
渫（
臨

時
・
特
別
）
他
）
Ｃ
―
２

０
２
―
１
他
号
（
明
日
香

村
雷
他
）
=
①
木
本
建
設

②
２
４
０
９
万
円
（
比
２

６
５
６
万
６
０
０
０
円
）

③
キ
シ
ョ
ウ
、
協
栄
組
、

仲
谷
組
、
竹
田
建
設
、
宮

下
興
業
、
輝
登
建
設
、
米

川
組
、
田
畑
建
設
、
清
川

建
設
、
三
建
工
業
、
日
伸

建
設
、
誠
光
建
設
、
松
平

建
設
、
井
上
組
、
堂
浦
土

木
、山
田
興
産
、宮
﨑
組
、

山
﨑
工
業
、
中
川
組
（
裕

之
）、
吉
田
舗
装
、
ネ
ク

サ
ス
④
工
事
延
長
９
１
６

㍍
、
堆
積
土
砂
撤
去
１
８

０
０
立
方
㍍
、
根
固
め
工

１６
㍍
。
工
期
８
年
３
月
１3

日
。

　

▼
吉
備
川
他
河
川
維
持

工
事
（
河
川
維
持
（
緊
急

浚
渫
）
他
）
Ｃ
―
１
―
５

―
１
他
号
（
高
取
町
清
水

谷
他
）
=
①
晃
成
建
設
②

１
０
１
７
万
１
０
０
０
円

（
比
１
１
３
４
万
４
０
０

０
円
）
③
中
井
工
務
店
、

松
本
組
、
山
本
工
務
店
、

日
高
造
園
、
川
西
造
園
土

木
、
ま
つ
も
と
組
、
橿
原

建
設
、
田
中
組
建
設
、
石

田
興
業
、
堀
川
組
、
木
村

工
業
、
あ
す
か
緑
化
、
堂

浦
土
木
、
山
上
総
業
、
広

澤
建
設
、
松
寿
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
、
関

谷
土
木
、
平
和
開
発
、
東

洋
建
設
、
中
西
工
業
、
松

竹
工
業
、
久
保
組
④
８
年

３
月
27
日
。

県
郡
山
土
木
事

務
所

　
　
（
１１
月
27
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
１0
日
契

約
）

　

▼
山
田
川
他
堆
積
土
砂

除
去
工
事
（
河
川
維
持
修

繕
事
業（
緊
急
浚
渫
）他
）

Ｋ
―
１
―
５
―
１
他
号

（
生
駒
市
鹿
畑
町
他
）
=

①
大
西
組
②
６
５
０
万
９

０
０
０
円
（
比
７
２
６
万

３
０
０
０
円
）。

　
　
（
１2
月
４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
１0
日
契

約
）

　

▼
信
貴
山
線
道
路
改
良

工
事
（
防
災
・
安
全
交
付

金
事
業
（
道
路
改
良
））

２
―
10
―
Ａ
３
―
５
号

（
三
郷
町
勢
野
東
４
丁
目
）

=
①
中
川
建
設
②
５
６
４

万
７
０
０
０
円
（
比
６
３

２
万
１
０
０
０
円
）。

　
　
（
１2
月
４
日
・
指
名

競
争
入
札
、
１2
月
１0
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
１
６
８
号

歩
道
舗
装
補
修
工
事
（
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
（
補
修
））
２
４
１
―

４
号
（
生
駒
市
小
明
町
）

=
①
ヒ
ラ
カ
ワ
②
７
０
９

万
７
０
０
０
円
（
比
７
９

８
万
１
０
０
０
円
）。

橿
原
市

　
　
（
１2
月
８
日
・
見
積

徴
収
、
１2
月
９
日
随
意
契

約
）

　

▼
排
水
路
改
善
工
事

（
石
原
田
町
）（
石
原
田
町
）

=
①
大
東
建
設
②
43
万
円
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

奈
良
市

　
　
（
１2
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
開
発
事

務
所
解
体
撤
去
に
伴
う
建

築
設
計
業
務
委
託
（
三
条

本
町
１
番
８0
号
）
=
①
簑

原
建
築
設
計
事
務
所
②
３

４
４
万
９
０
０
０
円
（
予

４
３
２
万
５
０
０
０
円
）

③
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ
ト
。

下
市
町

　
　
（
１１
月
2６
日
・
指
名

競
争
入
札
、
１2
月
３
日
契

約
）

　

▼
法
面
災
害
解
析
業
務

委
託
令
和
７
年
度
建
設

（
委
）第
14
号（
大
字
栃
原
）

=
①
明
治
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
②
３
５
７
万
円
（
比
４

４
５
万
円
）
③
日
本
イ
ン

シ
ー
ク
（
辞
退
）、
イ
ン

テ
コ
、
中
央
復
建
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
、日
本
工
営（
辞

退
）、
天
理
技
研
、
阪
神

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
ノ
ア

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
④

解
析
業
務
１
式
。
委
託
期

間
８
年
３
月
27
日
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
１１
月
27
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
３
日
契

約
）

　

▼
北
山
川
新
茶
屋
堰
堤

測
量
業
務
委
託
（
砂
防
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
砂

防
）（
補
正
））
繰
補
60
―

３
―
４
―
委
１
号
（
上
北

山
村
西
原
）
=
①
国
土
調

査
設
計
事
務
所
②
８
０
１

万
円
（
比
９
７
２
万
円
）

③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、ナ
ン
ワ
、井
前
建
設
、

エ
ー
シ
ー
設
計
企
画
、
五

洋
設
計
、
フ
ァ
ス
ト
ワ
ー

ク
ス
、
イ
ン
テ
コ
、
井
上

測
量
設
計
事
務
所
、
第
一

測
量
設
計
所
、
シ
ー
ド
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三
協
エ

ン
ジ
ニ
ア
、
ヨ
シ
ノ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、シ
ン
エ
イ
、

潮
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、清
和
、西
奈
良
測
技
、

天
理
技
研
、
大
門
測
量
設

計
事
務
所
、コ
ー
ダ
技
研
、

英
晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

エ
イ
コ
ー
測
量
設
計
事
務

所
、
大
和
測
量
設
計
事
務

所
、
サ
ン
デ
ィ
ス
ト
、
谷

本
測
量
設
計
事
務
所
、
ヤ

マ
ウ
ラ
、ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、

ソ
ク
セ
ン
、タ
ケ
ダ
技
研
、

三
栄
測
量
設
計
、
Ｉ
Ｔ
測

量
、
松
嶋
測
量
、
ク
ラ
イ

ス
技
研
。オ
カ
モ
ト
測
量
、

ワ
ー
ク
、
原
田
測
量
、
共

同
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ク
リ
エ

ー
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
山

本
測
量
設
計
、ア
ク
セ
ス
、

親
光
、
す
ぎ
た
測
量
設
計

事
務
所
、
都
市
企
画
設
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
本
田

測
量
設
計
、
セ
イ
ワ
コ
ン

サ
ル
④
４
級
基
準
点
測
量

１9
点
、
現
地
測
量
０
・
０

３
７
平
方
㌔
㍍
、
路
線
測

量
０
・
３
㌔
㍍
。
委
託
期

間
８
年
３
月
27
日
。

　

▼
黒
滝
川
測
量
業
務
委

託
（
事
業
間
連
携
砂
防
等

事
業
（
砂
防
））
69
―
４

―
委
３
号（
黒
滝
村
赤
滝
）

=
①
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
②
３
０
１
万
円
（
比

３
６
９
万
円
）③
ナ
ン
ワ
、

井
前
建
設
、
ダ
イ
イ
チ
、

エ
ー
シ
ー
設
計
企
画
、
五

洋
設
計
、
フ
ァ
ス
ト
ワ
ー

ク
ス
、
す
ぎ
た
測
量
設
計

事
務
所
、
イ
ン
テ
コ
、
井

上
測
量
設
計
事
務
所
、
都

市
企
画
設
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、第
一
測
量
設
計
所
、

三
協
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ヨ
シ

ノ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
シ

ン
エ
イ
、
潮
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
国
土
調
査
設

計
事
務
所
、
清
和
、
西
奈

良
測
技
、
天
理
技
研
、
大

門
測
量
設
計
事
務
所
、
コ

ー
ダ
技
研
、
英
晃
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
エ
イ
コ
ー
測

量
設
計
事
務
所
、
大
和
測

量
設
計
事
務
所
、
サ
ン
デ

ィ
ス
ト
、
谷
本
測
量
設
計

事
務
所
、
ヤ
マ
ウ
ラ
、
ウ

ィ
ズ
テ
ッ
ク
、ソ
ク
セ
ン
、

タ
ケ
ダ
技
研
、
三
栄
測
量

設
計
、
Ｉ
Ｔ
測
量
、
ラ
イ

ト
、
松
嶋
測
量
、
ク
ラ
イ

ス
技
研
、オ
カ
モ
ト
測
量
、

水
野
測
量
設
計
事
務
所
、

ワ
ー
ク
、
原
田
測
量
、
共

同
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ク
リ
エ

ー
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
山

本
測
量
設
計
、ア
ク
セ
ス
、

親
光
、
Ｎ
Ｇ
Ｃ
、
本
田
測

量
設
計
、
セ
イ
ワ
コ
ン
サ

ル
④
路
線
測
量
０
・
2６
㌔

㍍
。
委
託
期
間
８
年
１
月

30
日
。

　
　
（
１１
月
27
日
・
指
名

競
争
入
札
、
１2
月
３
日
契

約
）

　

▼
一
般
県
道
赤
滝
五
條

線
寺
戸
工
区
施
工
計
画
検

討
業
務
（
道
路
改
良
事
業

等
基
礎
調
査
費
）
65
―
委

３
号
（
黒
滝
村
寺
戸
）
=

①
キ
タ
イ
設
計
②
５
０
１

万
円
（
比
６
２
４
万
円
）

③
新
土
木
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
日
本
工
営
都
市

空
間
、
近
畿
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
、
ア
ー
バ
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
設
計
、
中
央
開

発
、
明
治
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、日
本
イ
ン
シ
ー
ク
、

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
ト
ー
ニ
チ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
中
央
復
建
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ

ウ
イ
ン
グ
、国
際
航
業（
辞

退
）、
オ
オ
バ
（
辞
退
）

④
８
年
３
月
27
日
。

　

▼
黒
滝
川
道
路
詳
細
設
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凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
比 （
最
低
制
限
比
較
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

奈良県知事許可（般－5）第１５６２８号

・左官工事   ・ブロック工事   ・外構工事   ・各リフォーム工事

左官工事一式

本 社

大淀営業所

飛鳥テクノセンター
橿原営業所
（レ ン タ カ ー）

奈 良 県 吉 野 郡 下 市 町 原 谷 ４ － １
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ５ ２ － ０ ８ ５ １
奈良県吉野郡大淀町芦原５８５－８
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ５ ２ － ７ ７ ０ ０
奈良県高市郡高取町大字観覚寺7 0 1
奈 良 県 橿 原 市 久 米 町 ６ ２ ０ － １ ２
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ４ － ２ ８ － ０ ８ ５ ４

https://www.daiki-net.jp

計
業
務
委
託
（
事
業
間
連

携
砂
防
等
事
業（
砂
防
））

69
―
４
―
委
５
号
（
黒
滝

村
赤
滝
）
=
①
阪
神
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
②
７
２
８
万

円
（
比
９
０
６
万
円
）
③

太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
イ
ン
テ
コ
、
シ
ー
ド

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
英
晃

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
和

測
量
設
計
事
務
所
、
Ｎ
Ｇ

Ｃ
、
五
洋
設
計
、
三
協
エ

ン
ジ
ニ
ア
、
天
理
技
研
、

三
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）、
ノ
ア
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
辞
退
）、

ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
（
失
格
）

④
８
年
３
月
１3
日
。

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
１１
月
2８
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
１0
日
契

約
）

　

▼
国
道
１
６
９
号
御
所

高
取
バ
イ
パ
ス
橋
梁
設
計

業
務
委
託
（
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業（
道
路
改
良
）

他
）
第
３
―
10
―
Ａ
２
―

委
６
他
号
（
御
所
市
本
馬

外
）
=
①
修
成
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
評
価
値

74
・
33
）
②
３
３
５
３
万

円
（
比
４
１
７
６
万
円
）

③
長
大
、
サ
ン
コ
ー
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建

設
技
術
研
究
所
、オ
オ
バ
、

日
本
イ
ン
シ
ー
ク
、
東
洋

技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

橋
梁
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
い
で
あ
、
日
建
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
イ
ン

テ
コ
、
中
央
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
、
三
井
共
同
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
辞
退
）

④
橋
梁
予
備
設
計
４
橋
、

河
川
設
計
30
㍍
。
委
託
期

間
８
年
７
月
24
日
。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
１１
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
１0
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
１
６
９
号

清
水
谷
橋
橋
梁
補
修
・
耐

震
補
強
設
計
業
務
委
託

（
緊
急
防
災
・
減
災
他
）

４
４
３
―
委
―
１
他
号

（
高
取
町
清
水
谷
）
=
①

橋
梁
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
評
価
値
7６
・
６８
）
②
２

０
３
５
万
円
（
比
２
５
３

２
万
円
）
③
復
建
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
長
大
、

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
大
日
本
ダ
イ

ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
イ

ン
テ
コ
、
い
で
あ
、
オ
オ

バ
、
阪
神
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
近
代
設
計
、
日
建
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建

設
技
術
研
究
所
、
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ

リ
ン
グ
、
東
光
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
、
三
井
共
同
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ウ
エ

ス
コ
（
辞
退
）
④
橋
梁
補

修
・
耐
震
補
強
設
計
１
橋
。

委
託
期
間
８
年
６
月
30
日
。

　
　
（
１2
月
４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
１2
月
１0
日
契

約
）

　

▼
出
雲
地
区
地
質
調
査

業
務
委
託
（
防
災
・
安
全

（
急
傾
斜
））
43
―
４
―
委

―
３
号
（
桜
井
市
出
雲
）

=
①
井
前
建
設
②
４
３
４

万
円
（
比
５
６
２
万
円
）

③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、ミ
ズ
ハ
、萬
力
調
査
、

阪
神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

イ
ン
テ
コ
、
第
一
測
量
設

計
所
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
三
協
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
セ
イ
ワ
コ
ン
サ
ル
、

ヨ
シ
ノ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
天
理
技
研
、
英
晃
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ウ
ィ
ズ

テ
ッ
ク
、
奈
良
地
質
、
大

聖
ソ
イ
ル
リ
サ
ー
チ
、
大

同
ソ
イ
ル
、
ク
リ
エ
ー
テ

ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
ラ
ン
ド
・

エ
コ
、
Ｎ
Ｇ
Ｃ
④
機
械
ボ

ー
リ
ン
グ
２
ヵ
所
。
委
託

期
間
８
年
３
月
27
日
。

香
芝
市

　
　
（
１2
月
９
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
下
田
小
学
校
プ
ー
ル

等
改
修
工
事
に
伴
う
監
理

業
務
（
下
田
西
２
丁
目
９

番
4１
号
）
=
取
止
め
・
不

調
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
宇
陀
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
12
月

10
日
公
告
）

　

▽
主
要
地
方
道
吉
野
室

生
寺
針
線
道
路
改
良
工
事

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
（
道
路
改
良
））
第
５

―
10
―
Ａ
３
―
１
号
（
宇

陀
市
室
生
田
口
元
上
田

口
）
=
①
入
札
参
加
申
込

書
の
提
出
１2
月
１9
日
ま
で

（
入
札
書
・
入
札
金
額
の

内
訳
書
及
び
低
入
札
価
格

調
査
意
向
確
認
書
の
提
出

期
間
１2
月
25
日
〜
８
年
１

月
９
日
）
②
８
年
１
月
１６

日
③
土
木
工
事
業
の
特
定

建
設
業
許
可
。
土
木
１
式

の
登
録
。
Ａ
等
級
（
Ａ
１

グ
ル
ー
プ
を
除
く
）。
建

設
業
法
に
基
づ
く
土
木
工

事
業
の
許
可
を
受
け
て
い

る
本
店
が
県
内
に
あ
り
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
工
事
延
長
１
７

７
・
６
㍍
、
鉄
筋
挿
入
工

６7
本
、
受
圧
板
工
６7
基
、

モ
ル
タ
ル
吹
付
工
２
８
８

平
方
㍍
、
排
水
構
造
物
工

１
３
６
㍍
、
落
石
防
止
網

工
２
７
０
平
方
㍍
。
設
計

は
長
大
テ
ッ
ク
が
担
当
。

工
期
８
年
８
月
3１
日
⑤
設

５
９
０
３
万
２
６
０
０
円

込
。県

中
和
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
12
月

10
日
公
告
）

　

▽
寺
川
護
岸
工
事
（
緊

急
自
然
災
害
債
対
象
（
臨

時
・
特
別
））
第
Ｃ
―
１

２
３
―
３
号
（
天
理
市
庵

治
町
）
=
①
入
札
参
加
申

込
書
の
提
出
１2
月
22
日
ま

で
（
入
札
書
・
入
札
金
額

の
内
訳
書
及
び
低
入
札
価

格
調
査
意
向
確
認
書
の
提

出
期
間
８
年
１
月
５
日
〜

９
日
）
②
８
年
１
月
１６
日

③
土
木
工
事
業
の
特
定
建

設
業
許
可
。
土
木
１
式
の

登
録
。
Ａ
等
級
（
Ａ
１
グ

ル
ー
プ
を
除
く
）
及
び
Ｂ

等
級
。
建
設
業
法
に
基
づ

く
「
土
木
工
事
業
」
の
許

可
を
受
け
て
い
る
本
店
が

県
中
和
土
木
事
務
所
管
内

に
あ
り
、
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有

す
る
こ
と
―
な
ど
④
工
事

延
長
25
㍍
、
広
幅
鋼
矢
板

4１
枚
、
平
ブ
ロ
ッ
ク
張
６3

平
方
㍍
。
設
計
は
中
日
本

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

担
当
。
工
期
８
年
５
月
29

日
⑤
設
３
５
９
３
万
１
５

０
０
円
込
。

県
中
和
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
12
月
10
日

公
告
）

　

▽
中
和
幹
線
他
障
害
物

表
示
灯
等
取
替
工
事
（
緊

急
自
然
災
害
（
無
停
電
）

他
）
第
４
４
２
―
１
他
号

（
橿
原
市
豊
田
町
他
）
=

①
入
札
書
及
び
入
札
金
額

の
内
訳
書
の
提
出
１2
月
23

日
ま
で
②
１2
月
24
日
③
電

気
工
事
業
の
一
般
建
設
業

許
可
。電
気
設
備
の
登
録
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
「
電

気
工
事
業
」
の
許
可
を
受

け
て
い
る
本
店
が
県
内
に

あ
り
、
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
障
害
物

表
示
灯
３
基
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表

示
板
４
基
。
工
期
８
年
５

月
29
日
⑤
予
２
１
２
０
万

９
１
０
０
円
込
、
低
１
８

９
３
万
２
１
０
０
円
込
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
東
部
農
林
振
興
事

務
所
（
総
合
評
価
落

札
方
式
一
般
競
争
入

札
〈
電
子
入
札
〉
12

月
10
日
公
告
）

　

▽
県
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
伊
那
佐
東
部
地
区

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
実
施
設
計

そ
の
３
業
務
委
託
第
Ｒ
７

Ｃ
１
委
３
号
（
宇
陀
市
榛

原
大
貝
）
=
①
入
札
参
加

申
込
書
の
提
出
１2
月
１9
日

ま
で
（
入
札
書
及
び
入
札

金
額
の
内
訳
書
の
提
出
期

間
１2
月
25
日
〜
８
年
１
月

９
日
）
②
８
年
１
月
１3
日

③
県
建
設
工
事
等
競
争
入

札
参
加
資
格
の
う
ち
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
「
農
業

土
木
」
部
門
の
資
格
を
有

す
る
こ
と
。
県
内
に
本
店

ま
た
は
営
業
所
（
県
に
対

す
る
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
も
の
に
限
る
）

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

実
施
設
計
業
務
１
式
（
畑

地
か
ん
が
い
施
設
２
・
６

㌶
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
１
・

２
㌔
㍍
）。
委
託
期
間
８

年
６
月
30
日
⑤
予
１
２
１

１
万
１
０
０
０
円
込
、
調

９
７
２
万
４
０
０
０
円
込
。

県
中
和
土
木
事
務
所

（
一
般
競
争
入
札〈
参

加
申
請
型
〉〈
電
子
入

札
〉12
月
10
日
公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

新
芦
原
ト
ン
ネ
ル
路
面
清

掃
業
務
委
託
（
道
路
維
持

他
）
第
４
０
１
―
委
―
９

他
号
（
高
取
町
清
水
谷
）

=
①
入
札
参
加
申
込
書
の

提
出
１2
月
１８
日
ま
で
（
入

札
書
の
提
出
期
間
１2
月
23

日
〜
８
年
１
月
７
日
）
②

８
年
１
月
８
日
③
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
の
う
ち
、
道
路
暗
渠
等

清
掃
委
託
に
登
録
。
県
内

に
同
登
録
を
受
け
た
本
店

を
有
し
て
い
る
こ
と
―
な

ど
④
工
事
延
長
８
４
０

㍍
、路
面
清
掃
（
車
道
２
・

８
㌔
㍍
、
歩
道
・
路
肩
１

９
４
２
平
方
㍍
）。
委
託

期
間
８
年
３
月
１9
日
。

東
吉
野
村

　
　
（
８
年
１
月
１６
日
・

指
名
競
争
入
札
、
指
名
は

事
後
公
表
）

　

▽
橋
梁
補
修
工
事
（
川

西
橋
）
７
道
路
メ
ン
テ
第

２
号
（
大
字
杉
谷
）
=
予

１
５
９
２
万
６
９
０
０
円

込
。

　

▽
橋
梁
補
修
工
事
（
市

ヶ
谷
橋
）
７
道
路
メ
ン
テ

第
３
号
（
前
同
）
=
予
１

３
４
８
万
３
８
０
０
円
込
。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
１2
月
１9
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
細
川
地
区
標
識
設
置

工
事（
緊
急
自
然
災
害（
急

傾
斜
））
４
０
１
―
１
―

２
号
（
明
日
香
村
細
川
）

=
工
期
８
年
３
月
27
日
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

他
通
学
路
対
策
工
事
（
防

災
・
安
全
（
道
環
）
他
）

９
―
０
１
３
―
４
―
２
他

号
（
桜
井
市
芝
他
）
=
工

期
前
同
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
１2
月
１9
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
中
の
川
測
量
業
務
委

託
（
緊
急
自
然
災
害
債
対

象
（
臨
時
・
特
別
）
他
）

Ｃ
―
１
１
９
―
委
―
１
他

号
（
橿
原
市
南
浦
町
他
）

=
委
託
期
間
８
年
３
月
１9

日
。

社名や組織の改変、技術開
発、新製品等の企業情報、
工事に関する情報等どんな
ことでも結構です。

建設新報  編集部まで

情報をお寄せください

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（５） 2025年（令和７年）12月16日（火）



８
職
種
全
体
で
０
・８
％
の
不
足

８
職
種
全
体
で
０
・８
％
の
不
足

鉄
筋
工
︵
建
築
︶
で
過
剰

鉄
筋
工
︵
建
築
︶
で
過
剰

国
交
省
の
建
設
労
働
需
給
調
査

国
交
省
の
建
設
労
働
需
給
調
査
1010
月月

金
剛
山
歌
劇
団

11月24日、奈良公演を実施11月24日、奈良公演を実施
感謝・希望、友好の架け橋に感謝・希望、友好の架け橋に

セ
メ
ン
ト
協
会

販売高１万７８４９㌧販売高１万７８４９㌧
１０月度のセメント需給実績

観客を魅了した舞台観客を魅了した舞台

日鉄神鋼建材㈱

国 交 省

価
格
動
向
は
全
て
の
資
材
が﹁
横
ば
い
﹂

国
土
交
通
省
は
、
主
要

建
設
資
材
需
給
・
価
格
動

向
調
査
結
果
（
１１
月
１
日

〜
５
日
現
在
）
を
ま
と
め

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
全

国
の
建
設
資
材
の
▽
価
格

動
向
の
全
て
の
対
象
資
材

は
「
横
ば
い
」
▽
需
給
動

向
の
対
象
資
材
は「
均
衡
」

▽
在
庫
状
況
の
対
象
資
材

は「
普
通
」―
と
な
っ
た
。

同
調
査
の
対
象
資
材
は

▽
セ
メ
ン
ト
（
バ
ラ
物
）

▽
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
建

築
用
）
▽
骨
材
（
砂
、
砂

利
、
砕
石
、
再
生
砕
石
）

▽
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材

主
要
建
設
資
材
調
査︵

主
要
建
設
資
材
調
査︵
1111
月
１
日
~
５
日
現
在
︶

月
１
日
~
５
日
現
在
︶

（
密
粒
度
ア
ス
コ
ン
新
材
、

密
粒
度
ア
ス
コ
ン
再
生

材
）
▽
鋼
材
・
異
形
棒
鋼

Ｄ
１６
、鋼
材
・
Ｈ
形
鋼
（
２

０
０
㍉
×
１
０
０
㍉
）
▽

木
材
製
材
・
木
材
合
板
▽

石
油
（
軽
油
１
、
２
号
）

―
の
７
資
材
１3
品
目
。

う
ち
同
期
間
の
奈
良
県

内
の
状
況
は
次
の
通
り

（
▽
対
象
資
材
=
①
今
回

の
価
格
動
向
②
今
回
の
需

給
動
向
③
今
回
の
在
庫
状

況
）。
指
数
は
、
現
在
の

価
格
動
向
を
１（
下
落
）、

２
（
や
や
下
落
）、３
（
横

ば
い
）、４（
や
や
上
昇
）、

５
（
上
昇
）
と
し
て
、
各

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
回
答
を

各
都
道
府
県
別
に
集
計

し
、
そ
の
平
均
で
算
出
。

現
在
の
需
給
動
向
を
１

（
緩
和
）、２（
や
や
緩
和
）、

３
（
均
衡
）、
４
（
や
や

ひ
っ
迫
）、５
（
ひ
っ
迫
）

と
し
て
同
算
出
。
現
在
の

在
庫
状
況
を
１（
豊
富
）、

２
（
普
通
）、
３
（
や
や

品
不
足
）、４
（
品
不
足
）

と
し
て
同
算
出
。
括
弧
書

き
の
指
数
は
、
回
答
者
が

２
者
以
下
を
示
す
。

▽
セ
メ
ン
ト（
バ
ラ
物
）

=
①
３
・
２
②
３
・
０
▽

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
=
①

３
・
０
②
３
・
０
▽
骨
材

（
砂
）
=
①
３
・
１
②
３
・

３
③
２
・
３
▽
骨
材
（
砂

利
）
=
①
３
・
０
②
３
・

０
③
２
・
３
▽
骨
材
（
砕

石
）
=
①
３
・
０
②
３
・

１
③
２
・
５
▽
骨
材
（
再

生
砕
石
）
=
①
３
・
０
②

２
・
９
③
１
・
８
▽
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
合
材
（
新
材
・

密
粒
度
ア
ス
コ
ン
）
=
①

３
・
０
②
３
・
０
▽
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
合
材
（
再
生
材
・

密
粒
度
ア
ス
コ
ン
）
=
①

３
・
０
②
３
・
０
▽
異
形

棒
鋼
=
①
３
・
０
②
３
・

０
③
（
２
・
５
）
▽
Ｈ
形

鋼
=
①
３
・
１
②
３
・
０

③
２
・
３
▽
木
材（
製
材
）

=
①
３
・
６
②
２
・
８
③

２
・
０
▽
木
材
（
型
枠
用

合
板
）
=
①
３
・
２
②
２
・

８
③
２
・
０
▽
石
油
=
①

３
・
０
②
３
・
１
。

国
土
交
通
省
は
、
建
設

労
働
需
給
調
査
結
果
（
１0

月
調
査
）
を
ま
と
め
公
表

し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国

の
過
不
足
率
の
状
況
（
原

数
値
）
は
、
８
職
種
全
体

で
０
・
８
％
の
不
足
。
９

月
の
１
・
１
％
の
不
足
と

比
べ
不
足
幅
が
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
縮
小
し
た
。
鉄
筋

工
（
建
築
）
で
過
剰
、
そ

の
他
の
職
種
で
不
足
と
な

っ
て
い
る
。

配
管
工
の
過
不
足
率
は

前
年
の
２
・
３
％
か
ら
２
・

９
％
に
増
加
幅
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
一
方
、
鉄
筋

工
（
建
築
）
の
過
不
足
率

に
つ
い
て
は
前
年
の
２
・

２
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス
９
・

３
％
に
減
少
幅
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
今
後
８
職

種
全
体
で
「
普
通
」
と
な

る
見
通
し
。

地
域
別
で
は
奈
良
県
を

含
む
近
畿
地
域
の
８
職
種

の
過
不
足
率
は
前
月
と
比

較
し
て
０
・
３
％
増
。
ま

た
、
前
年
同
月
の
過
不
足

率
１
・
５
％
と
比
較
し
て

１
・
２
％
減
と
な
っ
て
い

る
。調

査
は
、
建
設
業
法
上

の
許
可
を
受
け
た
法
人
企

業
（
資
本
金
３
０
０
万
円

以
上
）
で
、
調
査
対
象
職

種
の
労
働
者
を
直
用
す
る

建
設
業
者
の
う
ち
約
３
０

０
０
社
が
対
象
。
８
職
種

は
型
枠
工
（
土
木
）、
型

枠
工
（
建
築
）、
左
官
、

と
び
工
、鉄
筋
工（
土
木
）、

鉄
筋
工
（
建
築
）、電
工
、

配
管
工
。

金
剛
山
歌
劇
団
奈
良
県

公
演
実
行
委
員
会
主
催
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演
「
心

ひ
と
つ
に
」が
１１
月
24
日
、

県
橿
原
文
化
会
館
で
行
わ

れ
た
。

日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た

在
日
コ
リ
ア
ン
た
ち
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
た
総
合
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
は
昨

年
、
劇
団
50
周
年
の
節
目

を
迎
え
、
次
の
１
０
０
年

へ
向
け
て
新
た
な
歩
み
を

始
め
た
。
そ
の
第
一
歩
と

な
る
今
年
の
公
演
は
、
こ

れ
ま
で
培
っ
た
表
現
力
と

芸
術
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
真
っ
す
ぐ
に
歩
む
決

意
と
希
望
が
込
め
ら
れ
た
。

セ
メ
ン
ト
協
会
は
こ
の

ほ
ど
、
１0
月
度
の
セ
メ
ン

ト
需
給
実
績
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
生
産
は

３
８
９
万
１
０
０
０
㌧
で

前
年
比
95
・
２
％
と
２
ヵ

月
連
続
で
前
年
を
下
回
っ

た
。
販
売
は
国
内
が
２
８

７
万
６
０
０
０
㌧
で
同
比

93
・
９
％
と
3８
月
連
続
で

前
年
を
下
回
っ
た
。
う
ち

近
畿
地
区
の
販
売
高
は
40

万
２
４
８
９
㌧
、
奈
良
県

の
販
売
高
は
１
万
７
８
４

９
㌧
と
な
っ
た
。

輸
出
は
６８
万
１
０
０
０

㌧
で
前
年
比
１
０
１
・
２

％
と
４
ヵ
月
連
続
で
前
年

を
下
回
っ
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
在
庫
は
３
７
２

万
４
０
０
０
㌧
と
な
り
前

月
比
97
・
０
％
と
な
っ
た
。

（
奈
良
県
を
含
む
近
畿
地

区
の
需
要
部
門
別
と
種
類

別
の
販
売
高
の
詳
細
は
表

参
照
）地 区 都道

府県
ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 混 合 セ メ ン ト その他の

セメント 合 計普 通 超・早強 中庸熱 低 熱 耐硫酸塩 その他 計 高 炉 シリカ フライアッシュ その他 計

近 畿

滋 賀 24,205 9,028 2,771 446 36,450 6,579 6,579 43,029
京 都 39,477 953 1,643 42,073 10,201 10,201 52,274
大 阪 137,713 4,006 1,080 142,799 31,859 31,859 174,658
兵 庫 69,382 1,925 1,876 73,183 18,606 18,606 91,789
奈 良 13,894 403 14,297 3,552 3,552 17,849
和歌山 13,424 527 233 14,184 8,706 8,706 22,890
計 298,095 16,842 2,771 5,278 322,986 79,503 79,503 402,489

（単位：トン、％）

地 区 都道
府県 鉄道 電力 セメント

製 品
生コン
クリート

港湾
空港

道路
橋梁 土 木 建　　築 自家用 その他 合 計 地区比 前年比 う　　ち

官公需 民 需 バ ラ 包装品

近 畿

滋 賀 18,519 20,978 2,282 1,096 154 43,029 1.5 82.0 42,875 154
京 都 4,518 39,029 136 6,467 870 1,254 52,274 1.8 93.3 51,090 1,184
大 阪 13,465 131,229 16,632 793 9,344 14 3,181 174,658 6.1 93.7 170,269 4,389
兵 庫 12,416 67,523 192 7,248 426 1,885 16 2,083 91,789 3.2 89.0 89,686 2,103
奈 良 1,746 15,273 325 378 127 17,849 0.6 101.9 17,631 218
和歌山 3,641 16,588 1,731 321 12 1 596 22,890 0.8 80.1 21,737 1,153
計 54,305 290,620 328 34,685 1,540 13,585 31 7,395 402,489 14.0 90.6 393,288 9,201

2025 年 10月度　都道府県別需要部門別販売高（単位：トン、％）

2025 年 10 月度　都道府県別種類別販売高

一般社団法人セメント協会

公
演
は
二
部
構
成
で
進

み
、
今
年
の
テ
ー
マ
「
心

ひ
と
つ
に
」は
、感
謝
の
歌

を
届
け
た
い
。
希
望
の
光

を
届
け
た
い
。
日
朝
友
好

の
虹
を
架
け
た
い
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
、
華
や

か
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

舞
台
は
観
客
を
魅
了
し
た
。

同
公
演
事
業
は
、
奈
良

県
教
育
委
員
会
、
橿
原
市

教
育
委
員
会
、
奈
良
県
日

朝
親
善
友
好
協
会
、
日
朝

親
善
奈
良
県
議
会
議
員
連

盟
、
金
剛
山
歌
劇
団
を
楽

し
む
奈
良
の
会
、
ハ
ッ
キ

ョ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

な
ら
、
ア
イ
女
性
会
議
な

ら
が
後
援
。

需
給
動
向
は
全
て
の
資
材﹁
均
衡
﹂、

需
給
動
向
は
全
て
の
資
材﹁
均
衡
﹂、

在
庫
状
況
は
全
て﹁
普
通
﹂

在
庫
状
況
は
全
て﹁
普
通
﹂
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賑わい創出エリアイメージ賑わい創出エリアイメージ

駅舎レイアウト案駅舎レイアウト案

駅舎イメージ駅舎イメージ

想
定
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鳥瞰イメージ鳥瞰イメージ

８年１月９日まで参加受付８年１月９日まで参加受付

Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅
舎
及
び
駅
周
辺
の
活
用

Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅
舎
及
び
駅
周
辺
の
活
用

橿 原 市

駅
舎
内
に
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

駅
舎
内
に
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

橿
原
市
は
Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅

舎
及
び
駅
周
辺
の
活
用
に

つ
い
て
、
最
優
秀
提
案
者

で
あ
るSTU

D
IO
_C

と

事
業
化
の
合
意
に
至
っ
た

た
め
現
段
階（
12
月
時
点
）

で
の
活
用
案
を
公
表
し

た
。大

和
八
木
駅
周
辺
地
区

で
は
、
将
来
に
わ
た
り
市

民
・
来
訪
者
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
ま
ち
と
し
て
さ
ら

な
る
賑
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
を
効
率

的
、
計
画
的
に
事
業
を
展

開
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
と

し
て
平
成
30
年
度
に
「
大

田
原
本
町 小規模保育事業設置運営事業小規模保育事業設置運営事業

田
原
本
町
は
、田
原
本

町
小
規
模
保
育
事
業
設
置

運
営
事
業
者
を
募
集
す
る
。

申
込
書
の
受
付
期
限
が
８

年
１
月
９
日
、プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
１
月
中
旬
に
実

施
す
る
予
定
。施
設
は
新
設

す
る
も
の
と
し
、工
事
は
５

月
頃
に
着
工
、許
可
申
請
を

９
月
頃
に
行
い
認
可
を
受

け
た
後
１0
月
１
日
に
開
所

す
る
予
定
。募
集
対
象
地
域

は
町
全
域
で
１
ヵ
所
。

参
加
資
格
は
小
規
模
保

育
事
業
を
行
う
た
め
に
必

要
な
経
済
的
な
基
礎
が
あ

る
こ
と
、社
会
福
祉
法
人

及
び
学
校
法
人
以
外
の
応

募
者
の
場
合
は
▽
必
要
な

資
産
と
し
て
運
用
財
産
の

う
ち
に
小
規
模
保
育
事
業

の
年
間
事
業
費
の
１2
分
の

１
以
上
に
相
当
す
る
普
通

預
金
ま
た
は
当
座
預
金
等

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

町
で
は
こ
れ
ま
で
、待
機
児

童
解
消
を
目
指
し
保
育
士

確
保
対
策
や
待
機
児
童
の

受
け
皿
と
し
て
の
一
時
預

か
り
事
業
の
拡
大
。ま
た
、

本
来
３
歳
児
か
ら
の
保
育

所
利
用
を
希
望
す
る
人
の

受
け
皿
と
し
て
町
立
認
定

こ
ど
も
園
の
保
育
認
定
枠

の
増
設
等
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、待
機
児
童
な
ど
の

養
育
環
境
を
整
え
る
た

め
、地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
の
開
設
や
令
和
８

年
度
か
ら
は
誰
で
も
通
園

制
度
の
開
始
に
向
け
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、１
〜
２
歳
児
の

保
育
ニ
ー
ズ
は
増
加
の
一
方

で
あ
る
こ
と
か
ら
、更
な
る

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

て
児
童
福
祉
法
及
び
田
原

本
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に

基
づ
く
小
規
模
保
育
事
業

所
Ａ
型
を
設
置
及
び
運
営

す
る
事
業
者
を
募
集
す
る
。

小
規
模
保
育
事
業
を
行

う
施
設
の
設
備
及
び
用
地

等
に
関
し
て
は
、
小
規
模

保
育
事
業
所
の
敷
地
内
に

屋
外
遊
戯
場
を
設
け
る
こ

と
が
条
件
。
た
だ
し
、
敷

地
内
に
適
当
な
屋
外
遊
戯

場
を
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
屋
外
活
動

に
当
た
っ
て
安
全
が
確
保

さ
れ
、
小
規
模
保
育
事
業

所
か
ら
の
距
離
が
日
常
的

に
使
用
で
き
る
程
度
で
あ

り
、
移
動
に
当
た
っ
て
安

全
性
が
確
保
、
屋
外
遊
戯

場
に
代
わ
る
べ
き
必
要
面

積
以
上
を
有
し
た
公
園
等

が
付
近
に
あ
る
こ
と
が
条

件
。小

規
模
保
育
事
業
所
に

既
存
建
物
を
活
用
す
る
場

合
は
、建
物
が
耐
震
構
造
の

あ
る
建
物
で
、建
築
検
査
済

証
の
交
付
が
確
認
で
き
る

こ
と
が
条
件
。設
置
・
運
営

へ
の
助
成
等
に
つ
い
て
は
、国

の
補
助
制
度
に
基
づ
き
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補

助
を
行
う
。た
だ
し
、８
年

１0
月
１
日
ま
で
に
開
設
で

き
な
い
場
合
は
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

和
八
木
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策

定
。
基
本
計
画
の
対
象
地

区
内
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅

の
駅
舎
は
、
昭
和
１5
年
の

紀
元
２
６
０
０
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
建
築
さ

れ
た
貴
賓
室
を
有
す
る
重

厚
な
社
寺
風
木
造
建
築

物
。同

市
で
は
、
平
成
29
年

度
に
西
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）

か
ら
市
に
対
し
、
駅
舎
を

無
償
譲
渡
す
る
旨
の
提
案

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
コ

ス
ト
面
の
課
題
を
解
決
で

き
る
見
通
し
が
立
た
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３

年
度
に
無
償
譲
渡
の
受
託

を
断
念
し
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

位
置
づ
け
が
５
類
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
経
済
活
動

が
回
復
基
調
と
な
る
等
無

償
譲
渡
を
断
念
し
た
時
点

か
ら
状
況
が
変
化
し
、
駅

舎
を
残
し
た
い
民
間
事
業

者
等
か
ら
複
数
の
活
用
提

案
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

再
度
駅
舎
活
用
の
検
討
を

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
提
案
し
、

了
承
を
受
け
た
た
め
事
業

化
を
目
指
し
て
い
た
。

現
時
点
で
の
活
用
案
で

は
、
３
つ
の
エ
リ
ア
（
①

駅
舎
活
用
事
業
エ
リ
ア
②

駅
前
広
場
エ
リ
ア
③
市
有

地
活
用
事
業
エ
リ
ア
）
に

分
け
て
市
が
整
備
し
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
っ
て

運
営
を
行
う
。

駅
舎
活
用
事
業
エ
リ
ア

は
、
駅
舎
内
に
駅
設
備
室

な
ど
鉄
道
駅
と
し
て
必
要

な
機
能
、
待
合
室
・
談
話

室
な
ど
誰
で
も
利
用
で
き

る
公
共
的
機
能
、
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
収
益

機
能
を
設
け
る
。

駅
舎
外
に
は
駐
輪
場
、

地
域
住
民
や
駅
利
用
者
な

ど
が
憩
い
集
え
る
広
場
を

設
置
。
駅
前
広
場
エ
リ
ア

に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
・
乗
降

ス
ペ
ー
ス
等
歩
行
者
に
配

慮
し
た
空
間
と
し
て
駅
舎

活
用
事
業
エ
リ
ア
と
連
動

性
の
あ
る
広
場
に
す
る
方

針
。
市
有
地
活
用
事
業
エ

リ
ア
は
、
事
業
者
が
施
設

整
備
と
運
営
を
行
う
こ
と

を
前
提
に
、
市
が
有
償
で

土
地
の
活
用
を
許
可
。
暫

定
的
に
貸
駐
車
場
と
し
て

整
備
・
運
営
し
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
を
行
い
、
地
域

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え

で
の
施
設
の
整
備
・
運
営

す
る
方
針
。

想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
、
令
和
８
年
に
駅
舎
事

業
エ
リ
ア
と
駅
前
広
場
エ

リ
ア
の
詳
細
設
計
を
行
い

令
和
８
年
に
詳
細
設
計
を
予
定

令
和
８
年
に
詳
細
設
計
を
予
定

を
有
し
て
い
る
こ
と
▽
直

近
の
会
計
年
度
に
お
い
て
、

小
規
模
保
育
事
業
を
経
営

す
る
事
業
以
外
の
事
業
を

含
む
当
該
主
体
の
全
体
の

財
務
内
容
に
つ
い
て
、３
年

以
上
連
続
し
て
損
失
を
計

上
し
て
い
な
い
こ
と
▽
借

地
に
よ
り
小
規
模
保
育
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
、

１
年
間
の
賃
借
料
に
相
当

す
る
額
を
安
全
性
が
あ
り

か
つ
換
金
性
の
高
い
形
態

（
普
通
預
金
、当
座
預
金
、

定
期
預
金
、国
債
等
）に
よ

り
保
有
し
て
い
る
こ
と
―

な
ど
。担
当
は
こ
ど
も
未

来
課（
電
話
０
７
４
４
―

３
３
―
９
０
９
５
）。

同
町
で
は
、共
働
き
や

核
家
族
化
に
よ
り
保
育
所

利
用
の
希
望
が
増
加
し
て

お
り
、特
に
１
〜
２
歳
児

に
お
け
る
待
機
児
童
が
大

工
事
は
５
月
頃
に
着
工
予
定

工
事
は
５
月
頃
に
着
工
予
定

９
年
か
ら
工
事
に
着
手
、

１0
年
の
供
用
開
始
を
目
指

す
。
市
有
地
活
用
事
業
エ

リ
ア
は
９
年
に
貸
駐
車
場

の
供
用
を
開
始
し
、
９
年

〜
１0
年
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
行
い
施
設
設
計
、

１１
年
に
施
設
整
備
工
事
を

行
い
１2
年
に
施
設
の
供
用

を
開
始
す
る
。
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公告資料より公告資料より

（公告資料より）（公告資料より）

枚
方
大
和
郡
山
線﹁
中
町
工
区
﹂

枚
方
大
和
郡
山
線﹁
中
町
工
区
﹂

奈 良 土 木奈
良
県
奈
良
土
木
事
務

所
は
、
主
要
地
方
道
枚
方

大
和
郡
山
線「
中
町
工
区
」

で
北
側
に
道
路
を
新
設
す

る
バ
イ
パ
ス
区
間
の
う
ち

西
側
で
詳
細
設
計
を
令
和

８
年
夏
に
か
け
て
実
施
す

る
。
業
務
は
最
新
の
基
準

書
等
に
適
合
し
た
設
計
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
工

事
に
必
要
な
詳
細
構
造
を

経
済
的
か
つ
合
理
的
に
設

Ｂ
Ｐ
西
側
で
詳
細
設
計

Ｂ
Ｐ
西
側
で
詳
細
設
計

奈
良
県
宇
陀
土
木
事
務

所
は
、
管
理
す
る
一
般
国

道
３
６
９
号
の
天
野
橋
及

び
天
野
橋
側
道
橋
の
老
朽

化
に
伴
う
架
替
を
行
う
た

め
、
最
新
の
基
準
に
基
づ

い
て
橋
梁
前
後
の
一
般
国

道
３
６
９
号
に
つ
い
て
最

適
な
道
路
法
線
を
検
討
す

る
道
路
予
備
設
計
を
行
う

と
と
も
に
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
橋
梁
形
式
の
比
較
検

討
を
行
い
、
最
適
橋
梁
形

式
案
を
決
定
す
る
橋
梁
予

備
設
計
を
来
夏
に
か
け
て

行
う
。

一
般
競
争
入
札「
一
般
国

道
３
６
９
号
天
野
橋
橋
梁

予
備
設
計
業
務
委
託（
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業（
国

道
橋
り
ょ
う
補
修
））第
３

―
Ａ
―
５
―
委
３
号
」を

８
年
１
月
１4
日
に
開
札
し

て
業
務
を
委
託
す
る
。業

宇陀土木

架
替
へ
予
備
設
計
を
実
施

架
替
へ
予
備
設
計
を
実
施

国
道
３
６
９
号
天
野
橋
及
び
天
野
橋
側
道
橋

国
道
３
６
９
号
天
野
橋
及
び
天
野
橋
側
道
橋

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
で
進
む

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
で
進
む

計
し
、
工
事
発
注
に
必
要

な
図
面
・
数
量
・
報
告
書

を
作
成
す
る
。

一
般
競
争
入
札
「
主
要

地
方
道
枚
方
大
和
郡
山
線

中
町
工
区
道
路
詳
細
設
計

業
務
（
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
（
道
路
改

良
）
他
）
第
１
―
１
―
Ａ

７
―
委
―
１
他
号
」
に
よ

り
業
務
を
セ
ン
ト
ラ
ル
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
奈
良
営
業

所
（
奈
良
市
内
侍
原
町
４

番
地
１
小
林
ビ
ル
３
階
）

に
委
託
し
て
進
め
て
い

る
。
業
務
場
所
は
奈
良
市

中
町
。
業
務
は
道
路
詳
細

設
計
０
・
74
㌔
㍍
（
本
線

０
・
６2
㌔
㍍
、
市
道
０
・

１2
㌔
㍍
）、
一
般
構
造
物

詳
細
設
計
１
式
、
平
面
交

差
点
詳
細
設
計
３
ヵ
所
。

委
託
期
間
８
年
８
月
2８

日
。中

町
工
区
は
、
清
滝
生

駒
道
路
と
大
和
中
央
道
を

結
ぶ
枚
方
大
和
郡
山
線
で

２
車
線
の
ま
ま
残
さ
れ
た

最
後
の
区
間
。
交
通
渋
滞

の
緩
和
・
交
通
安
全
性
の

向
上
と
救
命
救
急
活
動
の

支
援
及
び
緊
急
輸
送
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強

化
を
目
的
に
平
成
24
年
に

都
市
計
画
決
定
し
て
事
業

着
手
し
た
。

第
二
阪
奈
有
料
道
路
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ

り
、
骨
格
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
路
線

の
線
的
整
備
箇
所
と
し
て

重
点
的
な
整
備
を
推
進
す

る
路
線
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
事
業
区
間
は
奈

良
市
中
町
〜
石
木
町
の
事

業
延
長
１
６
０
０
㍍
幅
員

22
㍍
４
車
線
、
第
４
種
第

１
級
、
設
計
速
度
６0
㌔
㍍

／
ｈ
の
骨
格
幹
線
道
路
。

令
和
４
年
１2
月
の
公
共

事
業
評
価
監
視
委
員
会
で

事
業
再
々
評
価
を
行
い
、

事
業
の
効
率
性
に
関
す
る

視
点
と
事
業
進
捗
の
見
込

み
の
視
点
か
ら
「
事
業
継

続
」
と
し
た
。
こ
の
な
か

で
事
業
費
を
約
１3
億
円
増

額
し
て
43
億
円
と
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
庁

の
担
当
は
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
道
路
建
設
課
事
業

第
一
係
（
電
話
０
７
４
２

―
２
７
―
８
６
６
７
）。

事
業
区
間
の
う
ち
２
年

３
月
に
開
通
し
た
の
は
奈

良
市
中
町
の
一
部
区
間
２

２
０
㍍
。
富
雄
川
を
渡
河

す
る﹃
砂
茶
屋
新
橋
﹄で
、

開
通
に
よ
り
砂
茶
屋
橋

（
東
詰
・
西
詰
）
交
差
点

の
集
約
化
を
図
り
、
渋
滞

緩
和
に
貢
献
す
る
も
の

で
、
次
の
効
果
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

▽
交
差
点
の
交
通
渋
滞

を
緩
和
=
南
側
か
ら
北
方

向
へ
の
交
通
が
複
数
の
交

差
点
を
右
左
折
す
る
流
れ

か
ら
、
砂
茶
屋
橋
東
詰
交

差
点
を
直
進
す
る
流
れ
に

変
わ
り
、
砂
茶
屋
橋
の
交

差
点
が
１
ヵ
所
に
集
約
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
渋
滞

緩
和
が
図
ら
れ
る
。

▽
救
命
救
急
活
動
等
を

支
援
=
中
町
工
区
は
第
一

次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
30
年
５
月

に
開
院
し
た
奈
良
県
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
で
も
あ
る
。
こ

の
道
路
の
整
備
に
よ
る
交

差
点
の
渋
滞
緩
和
に
よ
っ

て
救
命
救
急
活
動
等
が
円

滑
化
さ
れ
る
。

砂
茶
屋
新
橋
開
通
後
に

事
業
展
開
す
る
の
は
、
北

側
の
バ
イ
パ
ス
区
間
約

１
・
４
㌔
㍍
。
現
道
の
北

側
に
４
車
線
の
道
路
を
新

設
す
る
も
の
。
用
地
交
渉

の
進
捗
を
図
り
、
今
回
委

託
す
る
の
は
西
側
区
間
の

０
・
74
㌔
㍍
の
詳
細
設
計
。

す
で
に
東
側
の
砂
茶
屋
交

差
点
〜
杣
川
間
０
・
57
㌔

㍍
の
詳
細
設
計
は
一
般
競

争
入
札
「
主
要
地
方
道
枚

方
大
和
郡
山
線
中
町
工
区

道
路
詳
細
設
計
業
務
（
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
（
道
路
改
良
））
第

１
―
１
―
Ａ
７
―
委
―
３

号
」
に
よ
り
、
大
日
本
ダ

イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
奈

良
事
務
所
（
奈
良
市
大
宮

町
６
―
１
―
１
新
大
宮
駅

前
ビ
ル
）
に
委
託
し
て
業

務
を
行
っ
た
。
業
務
内
容

は
道
路
詳
細
設
計
０
・
57

㌔
㍍
、
一
般
構
造
物
詳
細

設
計
（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
型

擁
壁
８
ヵ
所
）、
平
面
交

差
点
詳
細
設
計
（
２
ヵ

所
）。

（
吹
上
）

杣
川
西
側
区
間
の
０・７
４
㌔
m

杣
川
西
側
区
間
の
０・７
４
㌔
m

務
場
所
は
宇
陀
市
榛
原
萩

原
。業
務
は
道
路
予
備
設
計

（
Ａ
）３
５
０
㍍
、橋
梁
予

備
設
計
１
橋
。委
託
期
間

８
年
８
月
3１
日
。予
定
価

格
１
９
１
７
万
３
０
０
０

円
込
、調
査
基
準
価
格
１

５
４
０
万
円
込
。

橋
梁
諸
元
は【
天
野
橋
】

昭
和
22
年
架
設（
推
定
）で

架
設
後
77
年（
推
定
）。単

純
Ｒ
Ｃ
Ｔ
桁
橋
＋
３
径
間

連
続
Ｒ
Ｃ
Ｔ
桁
橋
＋
単
純

Ｒ
Ｃ
Ｔ
桁
橋
橋
長
50
・
０

㍍
幅
員
６
・
30（
５
・
50
）

㍍
。４
年
度
に
行
っ
た
橋

梁
点
検
結
果
で
は
部
位
単

位
で
の
健
全
性
診
断
結
果

が
上
部
構
造（
床
版
）、下

部
構
造
Ⅲ
判
定
、橋
梁
全

体
で
の
健
全
性
診
断
結
果

が
Ⅲ
判
定【
天
野
橋
側
道

橋
】昭
和
5８
年
３
月
架
設

で
架
設
後
4１
年
。２
径
間

単
純
鋼
Ｉ
桁（
鋼
床
版
）橋

橋
長
50
・
０
㍍
幅
員
２
・
６5

（
２
・
25
）㍍
。４
年
度
に
行

っ
た
橋
梁
点
検
結
果
で
は

部
位
単
位
で
の
健
全
性
診

断
結
果
が
上
部
構
造（
主

桁
、横
桁
）Ⅲ
判
定
、橋
梁

全
体
で
の
健
全
性
診
断
結

果
が
Ⅲ
判
定
。業
務
内
容

は
次
の
通
り
。

【
道
路
予
備
設
計（
Ａ
）】

▽
設
計
計
画
。

▽
現
地
踏
査
。

▽
路
線
選
定
=
路
線
の

平
面
線
形
と
縦
断
線
形
は

主
要
構
造
物
（
橋
梁
、
擁

壁
等
）
の
位
置
・
概
略
形

式
・
基
本
寸
法
・
沿
道
施

設
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し

て
計
画
す
る
。

▽
設
計
図
=
路
線
図
、

平
面
図
、
縦
断
図
、
標
準

横
断
図
、
横
断
図
、
主
要

構
造
物
計
画
図
を
作
成
す

る
。

▽
関
係
機
関
と
の
協
議

資
料
作
成
。

▽
概
算
工
事
費
=
比
較

案
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
概

算
工
事
費
を
算
出
す
る
。

な
お
、
概
算
用
地
補
償
費

の
算
出
も
併
せ
て
行
う
。

▽
照
査
。

▽
報
告
書
作
成
。

【
橋
梁
予
備
設
計
】

▽
設
計
計
画
。

▽
現
地
踏
査
=
地
形
・

地
質
等
の
自
然
状
況
、
沿

道
・
交
差
・
用
地
条
件
等

の
周
辺
状
況
を
把
握
し
、

合
わ
せ
て
工
事
用
道
路
・

施
工
ヤ
ー
ド
等
の
施
工
性

の
判
断
に
必
要
な
基
礎
的

な
現
地
状
況
を
把
握
す
る
。

▽
設
計
条
件
の
確
認
。

▽
橋
梁
形
式
比
較
案
の

選
定
=
橋
長
・
支
間
割
の

検
討
を
行
い
、
架
橋
地
点

の
橋
梁
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
橋
梁
形
式
数
案
に
つ
い

て
構
造
特
性
・
施
工
性
・

経
済
性
・
維
持
管
理
・
環

境
と
の
整
合
な
ど
総
合
的

な
観
点
か
ら
技
術
的
特
徴

と
課
題
を
整
理
し
、
評
価

を
加
え
て
調
査
職
員
と
協

議
の
う
え
設
計
す
る
比
較

案
３
案
を
選
定
す
る
。

▽
基
本
事
項
の
検
討
=

設
計
を
実
施
す
る
橋
梁
形

式
比
較
案
に
対
し
て
①
構

造
特
性
（
安
定
性
、
耐
震

性
、
走
行
性
）
②
施
工
性

（
施
工
の
安
全
性
、
難
易

性
、
確
実
性
、
工
事
用
道

路
及
び
作
業
ヤ
ー
ド
）
③

経
済
性
④
維
持
管
理
（
耐

久
性
、
管
理
の
難
易
性
）

⑤
環
境
と
の
整
合（
修
景
、

騒
音
、振
動
、近
接
施
工
）

を
標
準
と
し
て
技
術
的
検

討
を
加
え
る
。

▽
設
計
計
算
=
上
部
工

は
主
要
点
（
主
桁
最
大
モ

ー
メ
ン
ト
ま
た
は
軸
力
の

生
じ
る
箇
所
）
の
概
算
応

力
計
算
及
び
概
略
断
面
検

討
を
行
い
、
支
間
割
・
主

桁
配
置
・
桁
高
・
主
構
等

の
決
定
を
行
う
。
下
部
工

及
び
基
礎
工
は
躯
体
及
び

基
礎
工
の
形
式
規
模
を
想

定
し
、
概
算
の
応
力
計
算

及
び
安
定
計
算
を
行
う
。

▽
設
計
図
=
橋
梁
形
式

比
較
案
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対

し
、
一
般
図
（
平
面
図
、

側
面
図
、
上
下
部
工
・
基

礎
工
、
主
要
断
面
図
）
を

作
成
し
、
鉄
道
・
道
路
・

河
川
と
の
関
連
、
建
築
限

界
及
び
河
川
改
修
断
面
図

等
を
記
入
す
る
ほ
か
土
質

柱
状
図
を
記
入
す
る
。

▽
景
観
検
討
=
橋
梁
形

式
の
選
定
に
必
要
な
概
略

の
景
観
検
討
を
行
う
。

▽
関
係
機
関
と
の
協
議

資
料
作
成
。

▽
概
算
工
事
費
=
橋
梁

形
式
比
較
案
の
そ
れ
ぞ
れ

に
対
し
、
概
算
工
事
費
を

算
定
す
る
。

▽
橋
梁
形
式
比
較
一
覧

表
の
作
成
=
橋
梁
形
式
比

較
案
に
関
す
る
検
討
結
果

を
ま
と
め
、
橋
梁
形
式
比

較
一
覧
表
を
作
成
す
る
。

各
橋
梁
形
式
比
較
案
の
評

価
を
行
い
、
最
適
橋
梁
形

式
案
を
明
示
す
る
。

▽
照
査
。

▽
報
告
書
作
成
。

▽
関
係
機
関
打
合
せ
協

議
（
河
川
整
備
課
協
議
）

=
関
係
機
関
と
な
る
河
川

整
備
課
と
の
協
議
に
出
席

し
、
作
成
し
た
資
料
を
基

に
説
明
し
、
設
計
に
必
要

な
諸
条
件
に
つ
い
て
確
定

す
る
。

一
般
競
争
８
年
１
月

一
般
競
争
８
年
１
月
１4１4
日
に
開
札

日
に
開
札

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （８）2025年（令和７年）12月16日（火）


